
 

志賀原子力発電所２号機 主蒸気隔離弁 制御装置の不具合について 

 

2021年７月６日(火)１時 11分頃、志賀原子力発電所２号機（第３回定期検査中）にお

いて、プラントの異常を検出した際に主蒸気隔離弁※１に閉信号を出力する制御装置の異常

を示す警報が中央制御室にて発生しました。 

調査の結果、制御装置内の一部の基板が故障していたことから、同日、当該基板を交

換し復旧しました。 

 

なお、外部への放射能による影響はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 主蒸気隔離弁は、原子炉から発生した蒸気をタービンへ導く配管（主蒸気配管）４本（Ａ～Ｄ）

に、それぞれ２台設置（原子炉格納容器の内側と外側）しており、プラントの異常を検出した

際に閉止し、原子炉とタービンを隔離する機能を有する。 

※２ 主蒸気隔離弁閉信号は、複数の制御回路が同時に動作した場合に出力される。今回のように１

つの制御回路で故障が発生しても主蒸気隔離弁閉信号は出力されないため、プラントへの影響

はない。なお、現在はプラント停止中であり、全ての主蒸気隔離弁は閉止状態にある。 
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